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は
じ
め
に

わ
が
国
は
失
わ
れ
た
こ
O
年で、
日
本
の
教
育に
も

大
き
な
影
を
務と
し、
世
界か
ら
大
き
く
遅
れ
をとっ

て
し
まい
ま
し
た。
高
等
教
育
機
関
が
世
界で
活
躍
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
輩
出
で
き
ない
こ
と
に
は、

日
本
の
社
会
そ
の
も
の
が
や
が
て
は
立
ち
行か
な
く
な

り
ま
す。
世
界か
ら
遅
れ
を
とっ
た
こ
の二
O
年
を
取

り
戻
す
に
は、
失
わ
れ
た
「
三
O
年」
に
し
ない
た
め

に
は
何が
必
要か、
そ
し
て
ど
う
し
た
ら
よい
の
か。

グロ
ーバ
ル
化
が
急
速
に
進む
二
十一
世
紀は、
こ
れ

ま
で
以
上
に
教
育
が
重
視
さ
れ
る「
知
的
基
盤
社
会

（
Eo
豆
急mm
g∞
包
凹020
Q）」
の
時
代
で
す
が、

そ
れ
に
逆
行
す
る
か
の
ご
と
く
日
本の
大
学で
は
外
国

語
教
育
は
も
と
よ
り
社
会の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
及ぶべ

き
幅
広い
教
義
教
育
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
き
て
い
る
事
実

が
あ
り
ま
す。
また、
先
般
発生
し
た
東
日
本
大
民
災

を
経
て、
大
学
側
も
学
生
もこ
れ
か
ら
の
社
会
を支
え

る
人
材の
あ
り
方
を改
め

て
考える
必
要に
迫
ら
れ

てい
ま
す。
本
来
学生
が

大
学で
何
を
学ぶべ
き
な

の
か、
そ
し
て
大
学は
学

生
に
何
を
学
ば
せ
るべ
き

か。
多
く
の
問
題
を解
決

すべ
き
その
糸
口
は、
教

なかじま みねお
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養
教
育
の
充
実で
ある
と
私
は
思っ
てい
ま
す。
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「
知
の
鎖
国」

と
「
国
際
教
養」

一
九
九一
年に
東
西
冷
戦
が
終
鷲
し、
東
敵
諸
国
が

民
主
化
し、
ソ
連
が
崩
壊
し
ま
し
た。
こ
の
頃
ちょ
う

ど
I
T
革
命
が
始
ま
り、
急
速
にコ
ン
ピュ
ー
タ
が
普

及
し
ま
し
た。
し
た
がっ
て、
グロ
iパ
リ
ズ
ム
が
始

まっ
た
の
は
お
お
よ
そ
こ
O
年
前
の
こ
と
な
の
で
す。

し
か
し、
こ
の
間は
日
本
が
停
滞
し
た二
O
年と
も
重

な
り、
本
来
は
社
会の
先
頭
に
立
た
ない
とい
け
ない

大
学
が
グロ
ーバ
ル
化
と
対
置
する
形
で、
グロ
ーバ

ル
化に
立
ち
向
か
え
ない
よ
う
な
動
き
が
始
まっ
た
の

で
す。そ

の
理
由の一
つ
に
大
学
設
置
基
準の
大
綱
化
が
挙

げ
ら
れ
ま
す。
寄
し
く
も
冷
戦
が
終
結
し
た一
九
九一

年と
同
じ
年の
こ
の
決
定
は、
多
く
の
大
学
をグロ
ー

バ
ル
化に
とっ
て
必
要
な
外
国
語
教
育と
教
養
教
育
を

否
定
す
る
方
向へ
導
き、
肝
心
の
学
部
教
育
の
中
味が

空
洞
化
す
る
こ
と
につ
な
が
り
ま
し
た。
さ
ら
に、
そ

の
翌
年
に
は
大
学
院
重
点
化
が
行
わ
れ、
学
部の
教
授

が
大
学
院
教
授
に
なっ
て
し
まっ
て、
本
当の
立
味で

大
学
院
を
充
実
さ
せ
る
も
の
に
はつ
な
が
ら
なかっ
た

よ
う
な
気
が
し
てい
ま
す。
加
え
て、
二
O
O
四
年に

国
公
立
大
学
を
法
人
化
す
る
ま
で、
日
本の
国
公
立
大

学
で
は
非
公
務
員
で
ある
外
国
人
は
学
長、
学
部
長、

学
科
長
など
の
役
職に
就
く
こと
は
「
教
育
公
務
員
特
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例
法」
で
で
き
ま
せ
ん
で
し
た。
大
学と
い
うと
こ
ろ

は
人
種、
民
族、
国
籍、
性
別
の一
切の
差
別
の
ない

自
由
な
知
的コ
ミュ
ニ
ティ
で
あ
るべ
き
な
の
に、
こ

ん
な
状
態
で
は
日
本の
大
学
が
世
界の
大
学か
ら
立
ち

遅
れる
の
も
当
然で
す。
日
本の
高
等
教
育は
知
的
に

閉
鎖
さ
れ
た
状
態
がい
ま
だ
続い
てい
ま
す。
い
わ
ば

「
知の
鎖
国」（
EsrnZ
色可
。zm
Eω20U）
なの
で
す。

その
よ
う
な
時
代
を
打
破
す
る
た
め
に
も、
こ
れ
ま

で
に
ない
大
学
を
創
るべ
く
国
際
教
義
大
学の
開
設に

携
わ
り
ま
し
た。
国
境
を
越
え
て
多
面
的
な
交
流
が
進

む
グロ
ーバ
ル
化の
時
代
に
は、
多
様
な
価
値
観
や
世

界
観
を
互い
に
認め
合い、
諸
問
題
の
解
決
に
努
め
な

が
ら、
そ
れ
ぞ
れ
が
未
来
を
切
り
拓い
てい
く
力
が
求

め
ら
れ
ま
す。
こ
う
し
た
認
識
の
も
と、
本
学
は
「
国

際
教
護（円35
5
邑oコ白一
FFo
E一
〉三回）」
とい
う新

しい
教
学
理
念
を
掲
げ、
英
語
をは
じ
めと
す
る
外
国

語
の
卓
越
し
た
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
能
力と
豊
か
な

教
盤、
グ
ロ
ーバ
ル
な
専
門
知
識
を
身に
付
け
た
実
践

力
の
ある
人
材
を
養
成
し、
国
際
社
会と
地
域
社
会
に

貢
献す
るこ
と
を
理
念と
し
てい
ま
す。

国
際
教
義
大川戸子
は、
伝
統
的
な
教
義
教
育
を
発
展
さ

せ
た
「
国
際
教
義
（日ロ8
5由巳02白一
亡σ巾
E一
〉ス印）」

こ
そ
が、
未
来
に
通
じる
教
学
理
念
だ
と
考
え
てい
ま

す。
「
国
際
教
養」
教
育
の
目
的
は、
専
門
性の
追
求

か
ら
生
じ
る
限
界を
克
服
す
るこ
と
に
あ
り
ま
す。
急

激
に
変
化
す
る
社
会に
対
応
す
る
に
は、
広い
分
野
に

わ
た
る
普
遍
的
な
知
識
を
深
く
習
得
し、
状
況
に
応
じ

て
適
切
な
判
断
が
下せ
る
多
角
的
な
視
点
を’身
に
付
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す。

ま
た、
グロ
ーバ
ル
化
が
進
行
す
る
世
界で
は、「
国

際笥巴
で
ある
英
語
は
もと
よ
り、
異
文
化
理
解の
精

神
を
ふ
ま
え
た
外
国
語のコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
能
力

が
不
可
欠
で
す。
一
つ
の
言
語
を
学ぶ
こ
と
は、
「一

つ
の
世
界の
広
が
り」
を
意
味
し
ま
す。
明
日
の
日
本

を
担
うリ
ー
ダ
ー
に
は、
母
語、
英
語、
そ
し
て
も
う

一
つ
の
外
国
語
を
学ぶ
コ一一
言
語
主
義」
が
求
め
ら
れ

ま
す。
こ
う
し
た
二
十一
世
紀
の
知
的
基
盤
社
会に
ふ

さ
わ
しい
道
義
と
学
識
及び
発
信
力
を、
私
た
ち
は

「
国
際
教
養」
と
定
義
付け
てい
ま
す。

グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
ロ
ー
カ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材

国
際教
義
大
学は
関
学か
ら
九
年
目の
歴
史の
浅い
大

学で
は
あ
り
ま
す
が、
就
職率
や
進
学率で
本
学を
評価

し
て
くれる
数
字
を
多くのマ
ス
メ
ディ
ア
が
取
り
上
げ

て
くれるよ
う
に
な
り
ま
し
た。
それ
は
本学
が
独自の

キャ
リア
教育の
カ
リ
キュ
ラム
を
作成
して、
学生へ

の
特別な
トレ
ーニ
ン
グ
を
し
て
い
るか
らで
は
あ
り
ま

せ
ん。
在
学
中
に
修
得し
た
「
国
際
救
援」、
優
れ
た
コ

ミュ
ニ
ケー
ショ
ン
能
力、
留

学経験など
が
高く
評
価

され、
世
界を
舞
台に
業
務を
展
開
す
る
企
業
や
団
体お

よ
びこ
れか
ら
世
界に
進出
を
目
指す
企
業など
が
学生

を
鋭意
採
用し
て
くれ
てい
る
の
で
す。

国
際
教
義
大
学は、
国
際貢
献と
と
も
に、
地
方の
公

立
大
学と
して
の
地
域
貢献
も
重
視
してい
ま
す。
開
拓

者
精神に
溢れ
た
卒業生
が
お
り、
その
代表例
をこ
こ

に
紹
介い
た
し
ま
す。
在
学
中に
東京
都内の
企
業か
ら

内
定
を
もらっ
てい
た
東京生
ま
れ
の
東京
育ち
の
男
子

学
生
は、
本
学
在
学
中の
オース
ト
ラ
リアで
の
留
学
を

経て、
幅
広い
教
義
を
身に付
ける
なか
で、
衰
退
す
る

地
方
都市の
実
情に
胸を
揃め、
た
ど
り
着い
た
考
え
が、

伝
統
的
にバ
ス
ケッ
ト
ボー
ル
に
強い
秋
田に
残
り、
プ

ロ
のバ
ス
ケッ
ト
ボ
ール
チ
1ム
を
創
設するこ
と
で
し

た。
当
然、
内
定
を
も
らっ
てい
た
会社
を辞退
し、「
秋

田
を
元
気
に
し
たい、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に
し
た

い」
とい
う
思い
を
胸に、
秋
田
に
プロバ
ス
ケッ
ト
ボ

ー
ル
の
会社を
立
ち
あ
げ、
翌
年に
は
日
本プロバ
ス
ケ

ッ
ト
ボール
リ
l
グ
（b
jリ
l
グ）
へ
の
参入
を
来た

し
ま
し
た。
参入三
年
目の
今
年、
十二
月
現
在で
チ
ー

ム
が
首
位を
守っ
て
お
り、
県
民球
団へ
と
導い
た
だ
け

で
な
く、
もた
ら
し
た
経
済効
果
も
大きい
もの
が
ある

といっ
て
よい
で
しょ
う。
「
国
際
的
に
活
躍で
きる
人

材の
育成」
を
教
学
理
念と
し
て
掲
げてい
ま
す
が、
そ

れ
は
単に
日
本の
内
外で
活
躍で
きる
人
を
指すの
で
は

な
く、
世界の
中で
対
等
に
活
躍で
きる
人材の
育成
を

指し
てい
ま
す。
ま
し
て、
その
よ
う
な人
材がロ
ー
カ

ル
で
グロ
ーバ
ル
に
活
躍で
き
れ
ば
地
方の
活
性化
が
ひ

い
て
は
日本の
活性化、
世
界の
発
展につ
なが
る
の
だ

と
こ
こ
に
記したい
と
思い
ま
す。
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